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Abstract
　　This paper attempts to lead in new developments in education in Japan based on Pestalozzi’s 
approach and practices.

1 ，はじめに

　「ペスタロッチに還れ」。

　かつて、長田新（1887-1961）は、こう叫び続け、人間尊重の教育、どこまでも子どもを守る教育

を訴えた。

　その研究方法について、次のように言う。

　「われわれのペスタロッチ研究はペスタロッチについて昔話をすることではない。そうではなく

て明日の歴史にペスタロッチを生かす工夫でなくてはならない。・・・『愚かな模倣家はペスタロッ

チを研究して、ペスタロッチの研究したものを研究しない』。そう考えてわれわれはペスタロッチ

の『下からの教育学』を明日の歴史に生かす研究をしなくてはならない」と。

　ペスタロッチ教育学やその精神を賛美するのではなく、ペスタロッチが求めたものを求めること

を通して日本の教育や教育学を、本当の意味で「子どもを守り育てる学問」にしようとしたのだ。

　さて、現在の日本では、乱暴な教育論や教育行政が横行している。

　たとえば、教育につきものの「うまくいかなかった一事例」を拡大解釈し、「現代の教育は、もは

や解体している」と即断し、大騒ぎをし、拙速で様々な改革を実施する、等である。広い視点での

地道な議論はなされず、早急に表面上の「数あわせ」を求める浅薄な教育になっている。

　

　このような混乱した状況であるからこそ、ペスタロッチなどの「古典的」著書を読み返し、原点を

踏まえて、教育実践への新たな展開を導いていかねばならないと考える。

　ペスタロッチが問題設定をしたレベルに準拠して、これからの日本の教育の「課題解決」を行って

いく。

　すなわち、ペスタロッチの問題解決の試みをそのまま繰り返したり、独断的に踏襲するのではな

く、ペスタロッチの問題設定を拠り所にして、別の生産的な思考を行い、現時点での刻々の諸条件

に対する自立的な転移を図っていくのである。
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　本論文が、これからの日本の教育が、「子どもたちを幸せに導く教育」に向上していく、その契機

になることを切に願う。

2 ，ペスタロッチの生涯

　ペスタロッチ（1746-1827）はフランス革命後、社会の混乱によって生じた貧民や孤児を救済する

ための教育に生涯を捧げたスイスの教育実践家である。

　彼の教育実践と思想はフレーベルやヘルバルトに直接影響を与えただけでなく、その後の教育思

想や教育実践に多くの影響を及ぼした。

　特に初等教育の教育方法の基礎は彼によって築かれたといっても過言ではない。

　ペスタロッチの人生は挫折と失意の連続であったが、そのペスタロッチの人生や思想を学ぶこと

を通して教師や教育学者たちが自らを鼓舞し、成長を遂げていったという事実がある。

　まずは、ペスタロッチの「愛を貫いた挫折と失意の連続の生涯」を概観しよう。

 ・  彼は1746年にスイスのチューリッヒで生まれた。

　 5歳の頃、外科医だった父親を亡くしたため年金に頼る苦しい生活を余儀なくされた。その

こともあって、「貧しさのために学校にも行けず働いている子どもたちを救いたい」という思

いを子どもの頃から抱いていた。

 ・  大学へ進んだペスタロッチは「愛国者団」に入って政界の不正を告発する社会改革運動に取り

組むが、政府から要注意人物とみなされたため政治家になることを断念。農民となって貧し

い人々を救う道を選ぶ。

 ・  1771年にノイホーフ（「新しい農場」の意）と名づけた農場の経営を始めたが凶作の影響もあっ

て2年後に破綻。しかし、ペスタロッチは自ら借金を抱えながらも、農場を用いて貧民の子

どもたちを集めて経済的に自立するための職業的技能をつけさせる貧民学校を開設した。

 ・  ところが貧民学校も数年のうちに経営に行き詰まって閉鎖となり、ペスタロッチは長い失意

の時を過ごす。

 ・  この期間にノイホーフでの教育実践について著した『リーンハルトとゲルトルート』などの著

作活動を行った。

 ・  その後、フランス革命がスイスに波及し、フランス軍に焼き討ちされたために多数の孤児が

発生したことからペスタロッチはスイス政府に教育の支援を申し出る。そして、1798年に

53歳にしてシュタンツの孤児院で教育実践を始めるが、彼の社会改革思想に反対する者に足

を引っ張られたこともあり、わずか半年で孤児院は閉鎖されてしまう。

 ・  ペスタロッチは気落ちし、体調も崩したが、この間に、大人への不信感を抱いた孤児たち

と次第に家族のような関係を築いていったシュタンツの孤児院での教育実践の様子を書く。
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『シュタンツ便り』（1799）である。

 ・  1800年にブルクドルフに学校を開き、翌年メトーデと名づけた教育方法を体系化した『ゲル

トルート児童教育法』（1801）を書く。そのことでペスタロッチの教育方法を多くの人々が学

ぶようになり、彼の名声はヨーロッパ中に広がった。

 ・  1804年にはイヴェルドンに学校を開いて教員養成も併せて行い、1806年には当時珍しい女

子学校を併設。さらに1813年にはスイスで初の聾唖学校を設立する。

 ・  成功者になったかに見えたペスタロッチであったが、彼の本当の願いは最後まで貧民教育

にあった。1818年には彼は自らの年金を投じてイヴェルドンの近くに貧民学校を設立する。

が、経営不振により1年足らずでイヴェルドンの学校に吸収されてしまう。

 ・  ペスタロッチは1825年に学校を閉鎖し、最初に貧民学校を建てたノイホーフで教育論と自

伝から構成された人生最期の著作『白鳥の歌』（1825）を書く。そして、その2年後に82歳で死

去した。

 ・  ペスタロッチの墓碑には

　「 ノイホーフにおいては貧しき者の救済者。

　   リーンハルトとゲルトルートのなかでは人民に説き教えし人。

　   シュタンツにおいては孤児の父。

　   ブルクドルフとミュンヒェンブーフゼーにおいては国民学校の創設者。

　   イヴェルドンにおいては人類の教育者。

　   人間！キリスト者！市民！すべてを他人のためにし、おのれにはなにものも求めず。

　   恵みあれ彼が名に」

　   と刻まれている。

　ペスタロッチはその人生から明らかなように経営者としての能力に欠けていたため、多くの挫折

を繰り返した。

　それにもかかわらず、生涯に渡って民衆の教育、特に貧民教育に献身し、家庭的な温かさのなか

で子どもたちの心を開き、自立できるよう育てていった姿は多くの人々の心を打ち続けた。澤柳政

太郎（1865-1927）など、わが国にもペスタロッチの熱烈な信奉者は多く、日本の教育に与えた影響

は計り知れない。

3 ，ペスタロッチをいまに生かす

　民衆の、人間としての権利と尊厳を認め、彼らが人間らしく、自らの力で生きていけるようにす

るにはどうすればよいか、この問題の解決に全生涯をかけたペスタロッチ。

　近代が内包するさまざまな問題性から目を逸らさず、あくまでも人間を本当に幸せにするものは

何であるかという根本的な問題に取り組んだペスタロッチ。　
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ペスタロッチからの警鐘

　限りなく深い人間愛と正義感に生きた偉大な教育思想家・実践家ペスタロッチ。

  
　このペスタロッチの生涯と思想は、どの時代にも、心ある教育者たちに深く響き、彼らを教師と

しての原点に立ち返らせ、優れた教育実践創造に繋がってきた。

　「ペスタロッチは何を望んだか。そして、現代日本において我々教師は何を望むべきか」をここで

沈思黙考することにより、ペスタロッチの思いを継ぎながら、これからの日本の「子どもたちを幸

せに導く教育」実践に寄与する方策を探究したい。

　ペスタロッチの思想と言葉には、現在、およびこれからの日本の教育に生きる知恵や行動が豊

富に詰まっている。ペスタロッチの思想を限定して深く考え、我々の心を磨きあげて、「響育・共

育・協育」に生かせる何かを掴みたい。

（1）人間愛

　しかし、たとえ私の試みがどんなにもろく、またどんなに不運だったとしても、私の試みの

地点にしばし立ち止まり、私が確信している根拠についてじっくりと考えてみることは、人間

愛のこころを持った人なら誰にでもきっと役立つことでしょう。

 『シュタンツだより』

　「人間性の絶対的尊厳と、その無限の発展性とを確認し、すべての人間を信じ、尊重し、優しく

思いやり、育むこと」が人間愛である。

　この人間愛の精神を200年前の絶対王政隆盛期に持ち合わせ、高らかと主張していることに、私

は驚愕する。

　

　ペスタロッチは、次のようにも言う。

　「私は自分の家に引き取った貧児のためにふさわしい仕事と仕事のための教育を求めねばならな

かった。しかしながら私はそのことだけを求めたのではなかった。

　私が望んだのは彼らが仕事をしながらまた仕事を通じて彼らの内面を暖め彼らの内面を高めるこ

とだった。

　私は彼らにたんに教授することだけを求めたのではなかった。

　私が求めたのは、子どもたちの生活と行為とが彼ら自身を教え、その自己教育によって彼らの本

性の内的な自尊感情へと高めることだった。」 （1806年基礎陶冶の理念に関する論文より）

　ペスタロッチは、フランス革命、スイス革命という激動の時代の中で、人間愛の心を持ち、時代

から、もっとも見捨てられた、もっともあわれな子どもの中にでも、真理への欲求、善への渇望、

美しいものへの憧れがあると信じ、それらを引き出し、子どもの自尊感情を高め、子どもを人間と

して幸せに導こうとした。

　そして、その実現のために、「闘士ペスタロッチ」として時代に対して闘い続けた。

　

　現代日本に生きる我々教師は、人間愛の心を持ち、弱い子どもたちの立場に立った教育を実践で

きているだろうか。わからない子どもの中の「わかりたい」という意欲に応える教育ができているだ
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ろうか。子どもをどこまでも愛し、敬い、そして子どもを傷つけるあらゆる社会的害悪から子ども

を守ることができているだろうか。

　我々は、子どもの幸せ実現のため、ペスタロッチのように闘うことができているか、厳しく自己

に問うてみたい。

（2）人間教育

　人生における立場、人間の個人的使命、汝こそが自然の書物である。そして、この人間教育

の基礎の上に打ち立てられていない学校教育は、いずれも人を誤らせるものである。

 『隠者の夕暮』 

　ペスタロッチは、子どもにとって本当に必要な知識は、自然によって与えられた経験領域の中で

十分に得ることができる、とする。

　ここでいう「自然の書物」とは、自然は神の創造物、よって、神の書物、あるいは、真実の書物、

ということでもあろうか。

  
　それにしても、この時代にあって、学校も人間教育を追求しなければならないと明言しているこ

と。そして、人間を育てるのは、難しい本からではなく、自分の「身近なもの」や「自分の立場」から

得られる、という「生活圏の思想」を抱いていること。

　実に深く、素晴らしい。

　ペスタロッチは言う。

　「本当の真理感覚は身近な生活圏の中で生まれる。そしてほんとうの人間の知恵というものは、

自分の最も身近な境遇についての知識と、最も身近な問題を処理する練達した能力とを土台として

成り立つものである。」

これが「生活が陶冶する」という思想になるのであろう。

　当時の知識の断片を教え込もうとする「言葉主義の学校」を痛烈に批判し、人間教育を追求したペ

スタロッチを我々教師はいつも思い出す必要がある。

　我々は人間教育を追求しているか。安易な「言葉主義の学校」実践に陥っていないか。

　

（3）人間の本質

　私は私自身の内に、この世の万物を私の動物的我欲や私の動物的諸関係とは関わりなく、た

だそれが私の内面的醇化（じゅんか）のために何を寄与するか、という見地だけから表象し、ま

た、万物をただこの見地だけから要求したり、拒否したりする、一種の力をもっている。

　この力は、私の自然本性の奥底に自立している。

　・・・この力は、私にとって本質的に内在する感情、つまり、私のなすべきことを私の意志

決定の法則とするときに、私は私自身を完成するのだ、という感情から生まれるのである。

 『人類の発展における自然の歩みに関するわたしの探究』
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　「人間は好んで善良であるものであり、また好んで再度、善良に戻るものである。」という考えか

ら明らかなように、当初、ペスタロッチには、人間は環境の産物であり、正しい教育によっていく

らでも改善できるという、人間本性への信頼感、教育の可能性に対する強い自信があった。

　『リーンハルトとゲルトルート』の第二部の中でさえ、人間の自然本性に対するかなり楽観的な見

方が支配的である。環境を良くし、愛と善意とで温かく教育を行えば人間は必ず良くなる、という

信念が見られたのである。

　しかし、ペスタロッチも変わってくる。

　ペスタロッチは『隠者の夕暮れ』当時の、人間自然本性に対する楽観的な見解を、またルソーが

『エミール』で展開したような人間の善性についての信頼を、すっかり失っていく。ペスタロッチ

は、現実にさまざまな人々と接し、その行動様式や思考様式をつぶさに見る中で、人間の本質に対

する洞察を深め、徹底的な人間探究を行い、以下のような考えに至る。

① ペスタロッチは厳格な二元論はとらず、あくまでも人間を有機的・総合的な存在として把握す

る。

　 人間は、自然状態から社会的状態を経て、道徳的状態へと発展していくが、同時につねにそれら

が内に混在している三重の存在で、しかも、その内に神的な本質をもつ三重の存在なのである。

（そして、これこそが、人間の諸矛盾が生じてくる原因とする）

② 人間は「天使と動物との中間的存在」であり、一方でその内に「安楽への傾向性」をもっていて、そ

れに支配されやすい存在である。

　 しかし同時に、他方、我欲とともに、好意、愛、信仰（宗教）という、人間的な力をも与えられて

いて、三つの各発展段階（自然状態・社会的状態・道徳的状態）でこれに我欲を支配させること

で、人間らしくなりうる存在でもある。

③ 「環境が人間を作るのであり、また逆に人間が環境を作るのである。人間は、自己自身を意のま

まに、多種多様に制御する力を、自分の内にもっているのである」。

　人間は内に道徳的力をもち、自己を変革しうる存在である。

　環境に作用されるだけではなく、環境をも変えることのできる、自律的な存在である。

　ペスタロッチは、人間を一面的にではなく多面的に、断片的にではなく統一的に、「生きた全体」

としてとらえ、人間の能力を確定したものとしてではなく、人や物との多様な関係を通して相互に

働き合い限定し合って発展するものと考えるようになる。

　ペスタロッチは人間の真の姿を以上のように捉え、環境教育学から脱皮し、「人間形成の諸力は

人間自身の内にあるとする」自己活動、自発性の教育学への展望を開いていく。

 
　教師が確かな子ども観、発達感をもつことが、教育の実践を支え方向づけるものとなる。

　はたして、我々教師は、「人間探求家」として、現代の日本の子どもの本質を的確に捉えることが

できているのだろうか。そして、子どもの人間形成を子どもの自己活動・自発性の教育から促すこ

とができているのだろうか。
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（4）道徳教育

　道徳的基礎陶冶の領域は、一般に三つの見地に基づいています。

　すなわち、純粋な感情によって道徳的情調を生み出すこと、 
　正しいことや善いことについての克己や努力によって道徳的練習をつませること、　

　最後に、子どもたちに自分の存在や自分の環境をとおして、正義関係や道徳関係について熟

考したり比較させることによって道徳的な知見を育てることです。         
 『シュタンツだより』

　ペスタロッチの教育目的は、道徳的状態の人間の育成であり、道徳的状態の人間こそ、ペスタ

ロッチが言う本来的な人間であった。

　ペスタロッチによれば、社会的状態の人間という現世の人間をこのような道徳的状態の人間にす

るのが教育であって、その教育が「人間教育」であった。

　そして、この人間教育を実現するにあたり、宗教的、道徳的能力を中核とする心と手と頭の調和

的発達（道徳教育・技術教育・知識教育の調和的発達）の必要性を強調するのである。

  ペスタロッチも、当初は知育中心であったものが、しだいに、道徳教育を前面に押し出してくる

ようになり、知育、徳育、体育の三領域にわたる調和的発達、心と手と頭の調和的発達を説くよう

になったことが注目に値する。

　

　道徳教育に関しては、以下のような指摘を行っている。

 ・  教育は、人間の「自然」に、つまり人間に固有の善の力から出発するものでなければならない。だ

が、ほおっておけば人間自然の固有の善の力は動物的な力によって打ち負かされ、「自然の道」か

ら逸脱してしまうことにもなるだろう。

 ・ 秩序を強制したり、規則や規定の説教をしても、野蛮な自然力を押さえることは難しい。

　外的強制をいくら強化しても彼らを道徳化することは困難である。

 ・  人間の内部にある「聖なる力」を目覚めさせ、発達させることこそが教育の課題である。人は環境

によってではなく、自らの内面の意思の力によって道徳性へと到達する。

　環境による教育から内面諸力の発達援助としての教育へ進展させよう。 
 ・  子ども達を高貴化へ導こうとすれば、「まず最初に内面そのものを、正しい、道徳的な心情を彼

らの内に目覚めさせ、生き生きとさせ、それによって外的なものにも活動的にし、注意深くさ

せ、従順の傾向を持たせるしかなかった」。

 ・  できごとや事件を一つの教材とした。まず当該事件やできごとそれ自体をそのまま子ども達に伝

え、次に、その事件やできごとの要素の一つひとつに宗教的解釈を加え、最後に、この解釈に基

づく事件や出来事を通して、家族に示されていると思われる「天命」を彼らに開示するという方法

をとった。 

　貧しい子どもの教育に生涯を捧げ、その経験から子どもを知・情・意の不可分な全体と捉え、頭

と心と手の協働に人間性の「自然な陶冶」を求めたペスタロッチ。

　ペスタロッチによって追求された「道徳教育を核とする人間教育」が現代の日本においても必要で
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あろう。

　とりわけ、子どもの生活圏全体を通しての道徳教育（＝総合単元的な道徳学習）や特別活動の中

で、社会奉仕を体験させること等は喫緊の課題である。

（5）直観教授法     

　そればかりでなく、私は子どもたちのなかに、その粗野のなかでこれらの本性の生き生きし

た諸力がいたるところで発現するのを見出しました。                     
　私は事物の最も本質的な関係を人間に直観させ、健全な感覚や生まれつきの才知を発展さ

せ、なるほど現在のところどん底のなかで塵に覆われているように見えはするが、この環境の

ぬかるみの中から浄化されて明るい光で輝き出す諸力を活気づけるために、生活そのものの必

要と要求がどんなに役立つかということを知りました。         
 『シュタンツだより』

　ペスタロッチが重視した原理は「直観」である。

　これは、証拠や根拠もなく「これだ！」と感じる「直感」とは違う。

　我々は、ある事物についての概念を獲得する前に、すでにその事物について、概念や記号を使わ

ない形で理解している。子どもたちは学校で学ぶ以前に、生活の中でさまざまな印象や観念をすで

に獲得している。それが、ペスタロッチの言う「直観」である。

　たとえばボールとか猫とか、子どもたちが普段の生活の中で知っているものがある。

　そこで、ボールを見せて「球」という形を教えたり、猫の絵を見せて「ネコ」の「ネ」という文字を教

える、そういう教え方をすれば、無理なく学習が進むことになる。

　事物の直観を数・形・語の獲得に結びつける教授法で、「メトーデ」と言われる。

　これは、それまでの教育に比べると、実に大きな一歩であった。

　子どもの頭の中や子どもの心の動きに配慮し、それに見合った教育方法と教育内容を考えるとい

う、近現代の学校教育のさまざまな理論や技術のスタートになったといえるからである。

　普段我々は、「子どもたちが、どういう思考プロセスをたどりながら理解するのか」に十分配慮を

して教えている。それは、この200年前のペスタロッチによる教授法の刷新に端を発している。

　ペスタロッチだけでなく、コメニウスなど、すぐれた実践家（教師）に共通したこととして、「子

どもに責任を転嫁するのではなくて、指導の方法原理を絶えず改善していくことによって、子ども

たちをすべて、よくよく変えていく」という深いヒューマニズムがある。

　我々は、深いヒューマニズムのもとで、日々の実践を行っているだろうか。毎日、毎日、ペスタ

ロッチの直観教授法を踏まえた実践ができているだろうか。慌ただしく忙しい日々の中でも、子ど

もにとって無理のない学習を展開しようと努力しているだろうか。
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（6）生気ある発問

　この題目をきわめつくさせることではなくて、むしろこれに関して子どもに疑問を起こさ

せ、彼にその解答の発見または訂正をさせることである。                   
　移りやすい幼児の気分が冗長な説明に耳を傾けるように仕向けられるものであると期待する

のは笑止であろう。                                                   
　子どもの注意力は冗長な説明によって鈍くされるが、生気ある質問によって目覚まされるも

のである。 『幼児教育の書簡』

　ここでペスタロッチは、子どもに大人の冗長な説明を聞かせるのではなく、子どもに疑問を起こ

させ、解答の発見、または訂正をさせることをしなさいと勧めている。

　そして、そのために子どもが真剣に考えるような生気ある質問をするようにと喚起している。

　現在の日本でも、ときおり高校で散見するが、専門家ぶっての、棒読みの一方的講義。

　生徒の興味も、関心も、意欲も無視し、教材・教具の工夫もなければ、授業展開に山場もない。

そして、「理解できていないのは生徒が悪い」とし、自己の授業への反省がまったくない、そういう

教師が少なからずいる。

　こういう教師のもとでは、生徒は眠るか、教室離脱をするしかない。

　授業の基本は、「教材」と「発問」である。

　授業力の中心は、「教材開発力」と「発問力」である。

　内容の濃い教材を子どもに出会わせ、発問し、教材から学びとらせていく。　

　

　「発問」は、教師の「教えたいもの」を教えず、「教えたいもの」を子どもたちの「学びたいもの」に転

化させるための「技」である。発問をして、教師の教えたいものを子どもたちの学びたいものへと転

化させていく。

　

　教師からの一方的講義や、くどくて暗くて重い授業展開では、子どもたちの顔は沈み無表情に

なってくる。教師の「説明」だけの授業は、風のように、子どもの頭の上を通りすぎていくというこ

とを再度確認し、これからの授業に臨みたい。

（7）多くを語らず

　これを行う方法は決して子どもに対して多くを語ることではなくて、むしろ子どもと共に語

り合うことである。  
　いかに親しみのある、あるいはよく選ばれた言葉でも、多くを彼に話しかけることではなく

て、むしろこの題目について彼の思うところを述べさせるようにすることである。

 『幼児教育の書簡』 

　ペスタロッチは、子育ての方法について二つのことを静かに進言している。
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　①子どもと共に語り合うことが大切であること

　②子どもの思うところを話させることが大切であること

　子育てにおいては、大人が多くを一方的に語るのではなく、むしろ子どもの思うことに耳をじっ

と傾けることが重要であると言っているのである。

　ときおり、学年集会で生徒指導について20分語ったと自慢する教師がいる。

　とんでもないことである。教師の話しが長ければ長いほど、子どもはわからなくなる。

　5分もしゃべられると、子どもたちは混乱し、理解できないのだ。

　「一生懸命に教える」というのは、長い時間話すことではなく、言葉を吟味し削り、短時間で子ど

もにわかりやすい説明を行う、ということである。

　短く説明したり、短く指示できる教師ほど優秀である。長い説教は、力量のない証拠である。

　教育相談においては、自分の聞きたいことではなく、まずは、子どもの話したいことを聞いてあ

げること。

　そして、子どもと共に話をしながら、子どもが自分の内から聞こえてくる「こころの声」に耳を傾

け、自分なりの解決法を見いだすことができるようにしていくこと。

　「どうしたの」と聴き、「それは大変だったね」と共感し、「どうすればいいか」共に考え、「あぁ、

そうすればきっと良くなるよ」と励ます。子どもが自分なりの答えを導き出し、積極的に立ち向か

えるよう、そのプロセスをうまく支えてあげる。

　放課後の教室で、時間をかけて、じっくり支援したい。

　授業においても、このペスタロッチの進言は参考になる。

　子どもたちは学んだことを話すことで、初めて学んだことを身につけていく。人に話そうとする

ことによって、学んだことが初めて定着する。アウトプットが最大のインプットとなる。

　50分の授業中、教師の語る時間をなるべく少なくする。そして、発表の場をあの子にもこの子

にも与えることによって、学びを「ほんもの」にしていく。

　我々教師は、「学びの専門家」として、本から学ぶ以上に、まずは、現実から深く学ばなければ

ならない。「反省的実践家」として、事実から学び、経験から学び、そして、実践と理論を統合し、

「よい教え手は共感的な聞き手であることが多い」等の真実を掴んでいく必要がある。

　

（8）子どもの人間的向上

　子どもは自分が愛する一切のものを欲します。彼に名誉をもたらすもの、彼のこころのなか

に大きな期待をいだかせるものなら何でも欲します。                     
　彼のなかに力を生み出し、「ぼくにそれができる」と言わせるものなら何でも欲します。

　しかし、この意欲は言葉によって生み出されるものではありません。           
　それは、あらゆる方面、この多面的な配慮によって彼らのこころに喚起される、感情と力に

よって生み出されます。                                               
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　言葉は事柄そのものを生み出すのではありません。                           
　事柄をはっきりととらえる意識を与えるにすぎないのです。   　　　　　　　　　

 『シュタンツだより』 

　親や教師が、子どもを愛し、受容することが、子どもに満足感を与え、やる気を起こさせる。道

徳的にも進歩させる。

　親や教師が愛をもって自分を受け入れ、認めてくれている、ということを経験的に知り、自信を

もち、自分には「あることができるのだ」という期待を抱くときに、困難で高次なものでも、自己実

現に向けての努力を子どもはするようになる。

　自己の力を感じ取り、何かを達成する能力が自分にある、ということを認識できていれば、子ど

もは、喜んで、苦労をものともせずに、主体的・積極的に取り組むようになる。

　子どもは、「名誉」「期待」などの、大人からの多面的な配慮からくる諸契機により、自己尊重を学

び、人間的向上を意欲的に図っていくのである。

　さて、ここで我々教師が行う「指導」というものについて考えてみよう。

　「指導」は、子どもが納得し、やる気になり、主体的に活動するとき、はじめて成立するが、その

「指導」を成立させるには、以下の三つが必要となる。

　①「これをすることは俺にとって大事なんだ」と必要性を実感させること

　②「俺にだってできるんだ」と可能性を予感させること

　③「みんなや先生が応援してくれている」と学級や教師の支えを体感させること

　子どもは本来、やる気があるが、やる気はペスタロッチの言うように言葉だけで引き起こされる

ものではない。言葉だけでなく、このような周囲からの支えなどを「実感・予感・体感」させること

が必要である。

  
　教師の専門性の核心は、「子どもという人間」の理解である。

　「子どもというのはどういう人間で、どういうときにやる気になるのか」等の理解ができていない

とか、あるいは他の人々より不確かであるというのでは、教育の専門家とは言えない。ペスタロッ

チなどの古典を読み、何度も確認しておきたい。

（9）不幸な少女

　ヨーロッパよ、汝の首切り役人の刀をさやに納めるがよい！                   
　そんなものは子ども殺しをした娘たちを、いたずらに切り裂いているだけである。

　心の内なる狂気、絶望的な内心の激怒がなければ、どんな少女も自分の子を絞め殺したりは

しない。

　不幸な少女が子を殺すのは絶望のためである。                               
　しかも彼女が絶望するのは、不徳な男に心をよせたがために他ならない。       
　 『立法と子ども殺し』
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　1780年代、スイスで未婚の母が産んだばかりの子どもを殺すという事件が頻発した。

　ペスタロッチは、この問題に関して、論文を提出し、その中で、不実な男にだまされた不幸な少

女に同情を寄せ、むしろ彼女らを絶望に追い込む社会を非難した。

　少女をだまして妊娠させ、自分では一切の責任を負おうとしない世の男たち、とりわけ上層階層

の男たちは、まったく罰せられることもなく放免されている。

　他方、純粋な愛をもって男を信じて裏切られた少女たちは、一方的に罰を受けているという矛

盾。しかもそれが片手落ちの刑法の故であることを、ペスタロッチは鋭く突いたのである。

　そして、妊娠した少女を保護し、安心して母親となれるようにするための具体的な施策を提案し

ている。

　真実を見抜き、それを堂々と述べる勇気があまりにも気高い。そして、このペスタロッチの問題

の本質のとらえ方は、我々の生徒指導の参考になる。

 ・  余程の理由なくして、誰も人としての道を踏み外そうとはしない。

 ・  「問題児」は、我々大人に「問題」を提起してくれている子ども。

　何か問題が起こってきたときは、大人よ、考え直せ、ということ。

 ・  「非行少年と言われている子たちは、非行少年ではない。不幸少年である。『ほんとうの自分』に

気づかせてもらっていない、心のスイッチを入れてくれる先生に出会えていない、そういう不幸

少年である。」（東井義雄）

　「非行少年を不幸な子」「困った子は困っている子」と捉えているところに東井義雄との共通点を見

出す。これが人間愛の教育における生徒指導であろう。

（10）学校の備えるべき条件

　私はもともと、公の教育は家庭教育のもつ長所を模倣しなければならないということ、また

前者は後者を模倣することによってはじめて人類に貢献するということを、私の実験によって

証明しようと思っていたのです。                                   
　人間の教育に必要な全精神を包含することのない学校の授業、また家庭的関係の全生活に基

礎をおかない学校の授業は、私の見るところでは、わが人類を人為的に萎縮させる方法へと導

く以外にはないと思います。 『シュタンツだより』

　ペスタロッチは、このような激しい表現で、学校の備えるべき条件を提示している。

　「家庭的愛に包まれた学校でないと価値がない」と言い切っているところに深く考えさせられる。

　

　ペスタロッチは、教育の理想の姿を「居間の教育」に求めた。

　居間で母親が子どもに語りかけながら仕事をする、その関係性のなかに教育の基本を見い出し、

そのような状況を学校の教師と子どもの間においても形成して、様々な学習活動が展開されること

を目指したのである。

　親は子どもに対して、「自分のことより子どものことを優先的に考える。子どもをまるごと認め

る。子どもが困っていれば代わってあげたいという気持ちで接し、子どもが喜んでいれば一緒に
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なって喜んであげる」といった思いで生きているが、教師も同じような思いで子どもに接し（それ

が、教師の教育愛）、子どもたちと感情の共有を図りながら学校生活を送ることを希望したのだ。

　確かに、教師は、家庭における父や母のように、クラスの子どもたちを愛さなければならない。

では、 現代における「愛のある教師」とは、どのような教師であろうか。以下のような精神や考えを

持つ教師ではなかろうか。

 ・  教師は、子どもを信じ、子どもに「期待」をもっていることが大事。

 ・  子どもを信用して期待するということは、その子の「善さ」に着目して、未来に向かって明るくそ

の子と共に歩んでいくということである。

 ・  そして、「ゆとりと平静さがあること」が大事。

　熱心なのはいいが、「ゆとり」や「平静さ」がないと、子どもを潰してしまう。

 ・  また、「いかなる時もあきらめることなく、焦らずに待つことができること」も肝要。

　 今日、教師自身が、耐えて待つということがますますできなくなっている。子どもに成果を急い

で求めすぎる。

　 さらに、簡単に「この子はダメだ」などと決めつけないこと。

　 「この子も、ほんとうは善の方向へ向かいたいのだ」と信じ、決して見捨てないこと。あきらめな

いこと、じっと耐えて待つことができること。

　次に、「家庭のような学級・学校」とは、どのような学級・学校であろうか。現代においては、

「支持的風土のある学級・学校」となるのではないかと考える。

　支持的風土は、以下のようにして作り上げることができる。

 ・  担任教師がリードして、生徒と共に、学級の中に、お互いの良い所を認め合い、弱い所は支え合

い、励まし合うという、何とも言えない、温かい支持的風土をつくる。

 ・  このような学級をつくれるかどうかは、教師の基本的な教育観と関係する。

　 無意識のうちに、教師の言葉や態度は、その教師の教育観を伝え、学級の風土をつくりあげてい

く。

　 その風土は、教師の人間性とかパーソナリティが生み出すが、実は、意識的につくりだすことが

できる。

 ・  担任が、以下の「教師の姿勢」を持つこと

　①【包み込む】学級のどの子も丸ごと受け入れる。

　②【和顔愛語】おだやかな優しい顔で、愛の言葉、思いやりのある言葉を発する。　　

　③ 【「この子がいてくれるおかげで」と位置づける】

　　 どんなに大変な子でも、「この子さえいてくれなければ」とは考えない。大変な子をも「学級の

ドラマづくり」の大切な登場人物として位置づける。

　　 「この子さえいなければ」ではなくて、「この子がいてくれるおかげで」という位置づけに変えて

いく。

　④【いじめられている子の側に立つ】
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　以上のような担任教師からの感化を受けると、学級の子どもたちや学級に支持的風土が醸成され

ていくが、そのような学級の風土を、まずは、お互いに知り合い、友だちになるというレクリエー

ションからつくるといい。

　支持的風土は、「楽しさ」とか「イベント」の中で、級友と交わるなかでこそ育つ。

（11）教師

　私のこころは私の子どもたちに愛着しており、彼らの幸せは私の幸せであり、彼らの喜びは

私の喜びであるということ、そのことを私の子どもたちは朝早くから夜遅くまで、いついかな

るときも私の額に見、私の唇に感じとるはずでした。  『シュタンツだより』

　ペスタロッチは、まず、子どもたちの信頼と愛着を得ようと望んだ。

　それに成功しさえすれば、ほかのすべてのことがおのずからうまくいくだろうと確信していたか

らである。

　信頼と愛着を得るために、ペスタロッチは、朝から晩まで、ただ一人で彼らと共におり、彼らの

心身にとって善いことは、すべて自らの手で与えている。

　「私の手は彼らの手のなかに置かれており、私の目は彼らの目に注がれていました」と言ってお

り、子どもたちが困ったときのあらゆる援助を直接与えていることがわかる。

　ペスタロッチは、子どもと共に泣き、子どもと共に笑う。「彼らのスープは私のスープであり、

彼らの飲み物は私の飲み物でした」と言う。

　ペスタロッチは、何も所持するものはなく、「私にはただ、子どもたちだけがおりました」と子ど

もと共にあることに幸せを感じている。

　そして、「彼らが健康なときは、私は彼らの真ん中にいました。彼らが病気のときは、私は彼ら

のそばにいました。私は夜は一番最後にベッドに就き、朝は一番早く起きました。私はベッドのな

かでも彼らが寝つくまで彼らとともに祈り、そして教えました。・・・二重感染の危険にさらされ

ながら、私は彼らの着物や身体のほとんどどうしようもない汚れの世話をしてやりました」という

生活を送っている。

　子どもたちは、そう簡単にはペスタロッチの愛を信じなかったが、このような子どもとの日々の

なかで、子どもたちはだんだんペスタロッチになつき、ペスタロッチを馬鹿にしたり軽蔑したりす

る自分の両親に対して、「それは違う」という態度も見せるようになっていく。

　こうして二、三ヶ月が経つと、ようやく子どもたちの保護者が感謝に満ちたまなざしでペスタ

ロッチに握手してくるようになる。

  このような中、何人かの子どもたちは、ペスタロッチのもとで学ぶと何かになることができる、

ということに気づき、ペスタロッチを信頼しつづけ、熱心に学び始める。

　子どもたちにとって、「学習」はまったく新しいものであったが、学習にかなりの成果があること

がわかると、子どもたちは、学習に熱心に取り組みだす。
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　いままで一冊の本も手にしたことがなかった子が、二、三週間もたたないうちに、非常に興味を

もって朝早くから夜遅くまで、ほとんどぶっ通しで学ぶようになる。夕食の後でさえ、「勉強した

いです」と答えたと言う。

　このペスタロッチの実践・事実から、我々は多くのことを学ばされる。

 ・  子どもたちが敬意を表したり尊敬したりする人は、自分を認めてくれる人である。

　自分を大切にしてくれる人を子どもたちは敬う。

 ・  幸福な人に育てられないで、子どもが幸福になるなんてことは、ありえない。

　 教師である自分自身が幸せでなければ、子どもを幸せにすることはできない。

　 子どもを育てることが喜びであり、子どもたちの前で堂々と「いまが幸せだ」と言える人に育てら

れる子どもは、やがて幸せになる。

 ・  他者の命が生き生きと輝くことに、共に喜びを感じることができる教師でなければ、子どもを健

やかに育てることはできない。

 ・  愛をもって何かをしてくれた教師には、子どもは必ずついていく。

　とにかく、「子どもと一つに。子どもと共に」が大事だということ。

 ・  子どもの喜び＝教師の喜び。それを教師の顔を見て子どもがわかる。子どもはうれしいであろ

う。そして、先生のために頑張ろうとするであろう。

　 教師と生徒の信頼関係、これさえできれば、すべてはうまくいきだす。子どもは向上していく。

子どもを意欲的にさせることの根本であろう。

 ・  学級担任が大事であるということ。担任が直接、「手」を使って援助、指導することが大事という

こと。手塩にかけ、手厚く、直接指導することが大事。

 ・  ここまで徹底して子どもを愛すると、子どもは親よりも先生の方を信じるということ。

 ・  子どもからの信頼を得るにはたいへんな苦労と時間が必要であるが、親からの信頼を得る方が

もっと難しく、時間がかかるということ。

　そして、親が信頼してくれたのは、子どもがよくなったからであるということ。

 ・  「この先生のもとで学んだら、何かになることができる」というものがないと、子どもたちの熱心

さを持続させることは難しいということ。

　何かになれるという希望を感じさせる進路指導が必要であるということ。

 ・  学習がわかり、成果を体感できると、子どもは自ら朝早くから夜遅くまで学ぶようになるという

こと。

 ・  我々教師の仕事とは、結局のところ、学級において、子どもたち一人ひとりに「居場所」を得さ

せ、存在感と達成感を習得させていくことであるということ。

　授業が変わると子どもが変わる。子どもが変わることで親も変わる。

　そしてこの事実に励まされて、我々教師もまた「明日を生きる」喜びを実感できるということ。

　教師は、カリキュラムの文化内容やイデオロギーを身体化して具現する「教育の主体」である。

よって、教育は詰まるところ「人」で決まる。教師で決まる。

  教師は、「反省的実践家」として、その専門的力量を絶えず高めていかねばならない。

　「教師は何を喜びとして、どう生きればいいのか」。ペスタロッチを拠り所にして、いつもどこで
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でも自問し自省自戒していく必要があろう。

4 ，おわりに

　人の子の師としての教師であろうとするならば、広い読書が欠かせない。

　特に古典的なものの教養は大切である。多くの教師は、必要に迫られての「ハウ・トゥ」物の読書

を求めるが、ペスタロッチやフレーベル、吉田松陰などの優れた先人から学ぶ努力が不可欠であ

る。

　かつては、信州教育という名の下に長野県各地の小中学校で、職員会議の後などに、こうした古

典を輪読する「読み合わせ」が行われてきたという。そうした美風を、各地の教育界に復活させてい

きたい。

　さて、経済的に豊かになった日本に、どういうわけか、ただ一つ欠けているものがある。「希望」

である。  
　教師たちは、一部の保護者からの理不尽な苦情への対処や子どもの危機への対処に追われ、あま

りにも多忙化し、混乱し、窒息状態にある。疲弊し、希望を失っている。

　そして、子どもたちもまた学校に喜びや希望を見出せず、「学びから逃走」しているという状況が

少なからずある。

　「教師受難の時代」であるが、そのような中で、子どもたちを「希望」と出会わせる力が、いま我々

教師に求められている。

　厳しい時代の中にあって、人間を本当に幸せにするものは何であるかという根本問題に取り組ん

だペスタロッチの思想と実践のなかに、現代日本の子どもたちと教師を「希望」に導く教育の示唆が

隠されているように思う。

　「人間愛」「人間教育」「子どもの幸せ実現」など、ペスタロッチが求めたものを何度も確認し、それ

を拠り所として拡散的に思考し、子どもと教師の真の幸せとこれからの日本のよりよい教育のあり

方を希求していきたい。
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